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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・12/26～12/27　第5回法人研修「個人情報管理について現場が注意しなければならないこと」があります。当日の出欠の入力をしてください。また、当日参加できないスタッフは12月28日17：30～メモリアルホールに４階にてビデオ研修を予定しています。
· 12/26～12/27　サービス管理者研修の為、菅原・相内不在となります。
· 12/26　15：00　久保興介様、清水泰雅様のケア会議を実施する予定です。本人様の現在の評　　　

価と、今後どのような関わりをもっていくのか検討していきます。

＜患者様連絡事項＞

・宮　陽子様～本日朝に電話があり、2～3日前からストレスを感じ、気持ちがすっきりしないと、原因などについては具体的に説明が出来ずにいます。気分転換など勧めているが、話を聞いてもらえてすっきりしたと電話を切られています。再度昼に同様の訴えと今の生活は満足しているが、心に何かひっかかっているとのこと。訴えを傾聴し、現在の目標を振り返り、デイに通う事と家事をでき、現状を維持していくことしています。今後電話がきたら、指導するのではなく、訴えを傾聴し対応していきましょう。
· 八木橋牧雄様～12/26（月）13：30～退院療養検討会議予定。本日地域復帰検討会を実施して　　　　

います。
・山田　吉夫様～自身からデイケアへの欠席を連絡することはなく、デイケアスタッフより連絡にて、自ら欠席することを伝えに来られています。昨日は受診後にスタッフと共にデイケアに1時間～2時間ほど過ごしています。

・田中　正士様～昨日は機嫌よくデイケアにて過ごす事できているが、本日はレクリエーションをやっている間から不機嫌な様子があり、投げやりな様子も見られている。時折、力がはいるのか確認する行動が見られている。

・中村　弘明様～平成23年11月29日より、デイケア通われています。利用当時診察では、話せる親しい人がほしい事や、肥満を改善したいと話されることがあります。現在は自ら積極的に交流をもち、肥満改善にも積極的に取り組むことができている。今後、対人関係に悩み希死念慮を抱く可能性があるので、観察していきましょう。また、親しい人をつくろうと積極的になり、ストレスや疲労感が出現する可能性もありますので、交流の程度や表情など観察していきましょう。
＜退院予定患者様＞
・小野寺ノリ子様～退院日：平成23年12月30日（金）10時となります。
　　　　　外来：外来医は川端医師となり、週1回で毎週水曜日、退院後の初外来は1月4日（水）になります。

　　　　　青風荘：退所扱いになっていないので、そのまま戻る形になります。

デイナイトケア：年明け4日からの再開となりますが、上野SGMから指示箋などは動いていただくことにしています。

その他：認知症症状の悪化などの今後の様子などから、介護申請などの手続きも進めていくことになります。（SW)
澤田　ムメ様～82歳　病名：アルツハイマー型認知症　入院形態：医療保護　主治医：田名部Dr入院月日：平成23年10月3日

＜経過＞

　　　　　　H17年頃より記銘力障害が進行し、H20年11月より独語・妄想が出現し日常生活で援助を要する状態となっていました。H22年12月には昼夜問わず徘徊するようになり、かかりつけである三戸中央病院より当院を紹介され、外来通院・薬物療法を行っていましたが症状に沈静化なくH23.2.23当院へ1回目の入院(～H23.6.12)となっています。退院後は当院への外来通院・ショートステイ・デイサービスを利用していましたが、徘徊・夜間の睡眠不安定さ・奇声を発する行為が著明となった為、H23.10.3当院2回目の入院となっています。

＜入院中の経過＞

　　　　　　入院当初は奇声・夜間の睡眠不安定さ見られているも服薬調整にて夜間の睡眠は確保出来ています。奇声は続いていますが他者とのトラブルはありません。10月13日療養環境変更目的にて南Dユニットへ移動となっているが、大きな状態変化は見られず、奇声続いていることから引き続き服薬調整行っていました。日課は介入要しているも、介助に対する拒否はありません。今回、入所申し込みを行っていた施設の受け入れ態勢が整ったことからH23.12.27退院予定となっています。

＜新患情報＞
・金田光希様～19歳、統合失調症疑い（かのはらクリニックでの診断）

　　　　　　　平成18年11月5日～平成18年11月16まで脳症にて岩手医科大学小児科に入院となる。治癒したとの事で退院となるが、その後より集中力の低下やストレスに弱くなったとのこと。平成23年６月頃より幻声、被害的に考える、監視されている感じある、不自然な姿勢を続けることも時折見られるとのこと。考えがまとまらない、頭を振ったりすること、不眠（昼夜逆転）、好きなことにも積極的に取り組むことができなくなる等、症状がみられることがある。平成23年12月14日にかのはらクリニックを初診され、服薬に諸症状は改善あり、初診時、症状悪化した場合、入院も必要もあるので、入院可能なところでの加療を勧め、当院を受診希望され相談あり、12月24日11時に受診予定となる。来院時CMI検査の実施予定となっています。
＜栄養指導＞
・番沢　政勝様～前回の栄養指導にて、水を３～4L、コーヒーを２Lぐらい、1日で摂取している様子で、デイケアでの休憩の際にも1回でコップ３杯くらいを飲んでいるとの事。本人様より、頭痛があったときに、スタッフをよりきちんと水分を摂っていますかといわれ、水分を摂ったら治ったことで、水分が今の量が必要と感じている様子である。外来担当医へも報告し、１日２Lにするよう指導していく事、診察時には医師からも伝えることとしています。指導やかかわりによって、極端な考えを持ってしまうため、説明など本人様にかかわるときには、配慮していきましょう。

・種本　サハ様～夜食の量が増加している。貧血を気にしていると話されているため、レバーやひじきを意識して摂るよう指導しています。食べても満腹感がないと話されているため、ストレスを感じていることはないか、本人と関わり対処方法など検討していきましょう。
